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第Ⅰ章 制度について 

 

１ 制度の目的 

 横浜市では、建築物が環境に与える負荷の低減などを目的として、横浜市生活環境の保全等に

関する条例第 9 章の 2（以下条例という）により、2,000 ㎡以上の建築物を建築する際に、CASBEE

横浜による自己評価結果の届出を義務付け、公表を行っています。 

本制度は、この自己評価の適正さを市が認証することで、建築主の積極的な取組みの促進を目

的としています。 

 

２ 制度の概要 

本制度は、特定建築主のうち認証を希望する方を対象として、CASBEE 横浜による自己評価の

適正さを確認し、その建築物の評価結果に対して、市が認証を行うものです。 

本申請は、横浜市建築物環境配慮評価認証制度要綱に基づき、条例における届出とは別途申請

が必要となります。 

  

・対象建築物 

 延べ面積が 2,000 ㎡以上の建築物（条例による特定建築物） 

・申請書類 

 申請書、設計図書、CASBEE 横浜評価関係資料等 

・申請手数料 

 無料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手続き全体のイメージ 
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３ 手続きの流れ 

横浜市建築物環境配慮評価認証制度要綱による CASBEE 横浜の評価結果の適正さについて、横

浜市の認証を受けようとする方は、次の手順により担当者と事前に調整の上、必要図書等を用意

し、窓口にて申請を行ってください。 

 

手続きの流れ（フロー図） 
 

  1 事前調整  

申請を行う前に、窓口にて必要図書及び認証までのスケジュール等について確認し、事前

の打合せを行ってください。認証用ソフト及び申請書のデータをお渡しします。 

 

２ 図書の作成  

評価の判断根拠が分かるように作成してください。 

※原則、全ての項目について、評価したレベルが確認できる資料を添付してください。 

 

３ 申請受付  

事前連絡の上、直接窓口（建築局建築企画課）に持参してください。 

（申請手数料はかかりません。） 

 

４ 審査  

審査は、図書による確認の他、ヒアリング及び現地調査による確認を行います。 

（所用期間の目安：4～６ヶ月間） 

 

５ 評価内容、取組みの訂正等  

審査を行った結果、評価内容が不適切なもの及び取組みを変更する項目が生じた場合は、

訂正を行ってください。 

 

６ 委員会用図書の作成  

担当者と調整の上、委員会用に必要な図書を作成してください。 

 

７ 委員会の開催  

提出していただいた申請図書及び委員会用図書を基に、委員会にて審議を行います。 

 

８ 認証書の交付  

委員会での審議を踏まえ、最終的な評価を横浜市により認証し、認証書を交付します。 

 

９ 認証の公表  

公表は市のホームページ等にて行います。 

 

10 工事の完了  

工事完了後、完了届出を提出していただきます。必要に応じて完了検査を行います。 
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第Ⅱ章 申請について 

１ 申請図書等について 

 特定建築主で、横浜市による建築物環境配慮評価認証を受けようとする方は、事前調整の後

「（１）建築物環境配慮評価認証計画書」を作成し、窓口に提出してください。 

 また、評価内容及び取組みの訂正が終了しましたら担当者と事前調整の上、「（２）委員会用

図書」を作成し、窓口に提出していただきます。 

 

（１）建築物環境配慮評価認証計画書 

 申請は、表 1 に掲げる図書を、A４ファイル（表紙・背表紙付き）に綴じて、正副２部提出し

て下さい。（Ａ３版用紙等は織り込んで下さい。） 

 

 表１ 建築物環境配慮評価認証申請及び添付図書（正副２部） 

 申請書及び添付図書等 備考 

１ 建築物環境配慮評価認証申請書（様式

第１号） 

・特定建築主に代わって、設計者等が申請を行

う場合は、委任状を添付してください。 

２ ①CASBEE 横浜 評価用ソフト 

 

□メインシート  □スコアシート 

□結果シート   □採点シート 

②CASBEE 横浜 公表用ソフト □重点項目シート □公表用スコアシート 

３ 申請建物の全体概要を示す資料 □設計概要書   □案内図  

□配置図（緑化計画が分かるもの） 

□平面図     □立面図   □断面図 

□外観パース   □その他 

４ 認証用申請チェックリスト ・レベルを判断した理由と添付した根拠資料

の見方について、具体的に記入してください。 

５ 審査図書等 

※評価項目ごとにインデックスを付

けてください。 

・原則、全ての項目について、評価したレベル

が確認できる資料を添付してください。 

・資料中、印をつける等で参照すべき部分を明

示してください。 

６ 電子データ □CASBEE 横浜評価用ソフト（Excel データ） 

□CASBEE 横浜公表用ソフト（Excel データ） 

□外観パース（JPEG または PDF データ） 

□認証用申請チェックリスト（Excel データ） 

７ その他必要とされる図書  

 

◆注意◆ 

 認証委員会の開催日決定後、担当者が指定する日時までに（約 2～4 週間前）すべての根拠資

料を提出し、横浜市の審査が終了している必要があります。根拠資料が示せない場合、評価が

下がりますのでご注意ください。 
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（２）委員会用図書 

 審査が終了しましたら、次に横浜市建築物環境配慮評価認証委員会に諮るために、表２に掲

げる図書を作成してください。 

 なお、図書の作成においては、事前に担当者と調整をお願いします。 

 

 表２ 委員会用図書（各 10 部） 

 委員会用図書等 備考 

１ 委員会用資料【Ａ３版】 案内図、配置図、基準階平面図、立面図、断面図、 

緑化計画図、日影図等を含め、評価した概要が確認できる

ようにしてください。（20 ページ以内） 

2 CASBEE 横浜 

 評価用ソフト印刷 

 公表用ソフト印刷 

・採点シートを含め、全てのシート（重みシート・クレジ

ット・CO2 データは除く）をカラーで両面印刷してくだ

さい。 

・シート名を書いたインデックスを貼り付けてくださ

い。 

・記述等が読めるように行間を調整し、文字が途中で切

れないようにしてください。 

3 認証用申請 

チェックリスト 

 

4 その他必要とされる図書  
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２ 図書の作成方法 

   申請図書等は、次の要領で作成してください。 

 

（１）申請書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（様式第１号）              

 

（表） 

建築物環境配慮評価認証申請書 

 

   年   月   日 

（届出先）  

    横 浜 市 長    

 

                 申請者（特定建築主）氏 名             

                （法人にあっては、名称及びその代表者の氏名） 

 

  横浜市建築物環境配慮評価認証制度要綱第３条の規定により次のとおり申請します。 

【１．特定建築主 】 

【氏名のﾌﾘｶﾞﾅ】 

【氏名】 

【郵便番号】 

【住所】 

【電話番号】 

【２．設計者 】 

 【資格】      （    ）建築士   （       ）登録第       号 

 【氏名】 

【建築士事務所名】 （    ）建築士事務所（     ）知事登録第       号 

 

【郵便番号】 

 【事務所の所在地】 

 【電話番号】 

【３．建築物環境配慮評価認証計画作成者 】 

 【氏名】               （CASBEE建築評価員登録番号：           ） 

【４．連絡者 】 

 【氏名】 

 【郵便番号】 

 【住所】 

 【電話番号】 

                                

 

 ※ 受付欄  ※ 特記欄  

            

 

 （Ａ４） 

 

CASBEE 評価員制度における評価員登録

番号をお持ちの方は、その登録番号を記入

してください。 

本届出に対する連絡の窓口となっていただける方を記入してくだ

さい。 

 

※欄は記入しないでください。 
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（裏） 

【１．特定建築物の名称及び所在地 】 

 【名称のﾌﾘｶﾞﾅ】 

 【名称】 

 【所在地】 

【２．特定建築物の概要 】 

【２－１．工事種別 】 

    □新築  □増築  □改築  □移転 

 【２－２．床面積の合計及び用途 】 

           （ 届出部分    ）（届出以外の部分 ）（ 合計      ） 

  【床面積の合計】 （         ）（        ）（         ）㎡ 

  【用途区分】 

   □事務所 □学校 □物販店 □飲食店 □集会所 □病院 □ホテル □集合住宅 □工場 

 【２－３．構造 】   

【２－４．高さ及び階数 】 （      ）ｍ （地上    階、 地下    階） 

【２－５．工事着手予定年月日 】       年   月   日 

【２－６．工事完了予定年月日 】       年   月   日 

【３．特定建築物の建築に係る環境の負荷の低減に関する事項 】 

 

 

 

 

【４．備考 】 

 

 

 

 

 

（注意） 

１．各面共通関係 

① 申請は、特定建築物ごとに行ってください。 

② 数字は、算用数字を、単位は、メートル法を用いてください。 

２．表面関係 

① 申請者の氏名（法人の場合にあっては、代表者の氏名）の記載を自署で行う場合においては、押印を省

略することができます。 

② ※印のある欄は、記入しないでください。 

３．裏面関係 

① ２－１欄は、該当するチェックボックスに「レ」マークを入れてください。 

② ２－２欄は、増築又は改築の場合にあっては、当該増築又は改築に係る部分の床面積の合計及び用途を

記入してください。 

③ ２－２欄の「用途区分」は、該当する全てのチェックボックスに「レ」マークを入れてください。 

４．認証後、市庁舎内及びインターネット等により公表します。 
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（2）認証用申請チェックリスト 

 

＜記述例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✓ 「申請者記入欄」に、評価のレベル、評

価の考え方、資料 NO 等、根拠となる

事項を記入してください。 

✓ 「横浜市記入欄」には記入しないでく

ださい。 
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３ その他 

 

（１）申請内容の変更 

 横浜市により認証を受けた方が、当該特定建築物の建築に係る工事が完了するまでの間に建築

物環境配慮評価認証申請に掲げる事項を変更する場合は、変更届出書（様式第３号）により提出

してください。（正副２部） 

 添付図書は、変更に係る資料及び電子データとします。 

 変更届出書の内容が、認証を受けた建築物の評価結果に影響を及ぼすと認められるときは、改

めて委員会の意見を聴き、適正な建築物の評価結果の認証を行います。 

 

（２）完了の届出 

 横浜市により認証を受けた方が、当該特定建築物の建築に係る工事が完了した場合は、特定

建築物工事完了届出書（様式第４号）により提出してください。（正副２部） 


